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P.004右 L.02 尹明 ｢藤原｣｢(注)和漢兼作集による｡｣を挿入｡

P.006左 L.30 園城寺青龍院宮(僧) 項目を削除。

P.008右 L.36 雅通 源 ｢養和1.8.20故中院右府入道｣を削除。

P.008右 L.38 雅定 源 立項。｢養和1.8.20 故中院右府入道 (注)雅実の男(分脈③497)。｣を挿入。

P.009右 L.34 覚興(僧) P.010左の覚憲の後ろに移動。
P.014左 L.27 基実 ｢→基定｣を追加。

P.016左 L.01 基定 立項。｢承安4.2.23 基実<定>｣を挿入。

P.018右 L.17 業貞 清原 藤原に変更。｢(注)寿永1.3.24による｡｣を追加。

P.020左 L.32 経宗 藤原 用例に｢承安4.2.9 左府｣を追加｡｢安元2.4.20 三府｣を削除。

P.023左 L.30 経房の女 藤原 用例に｢安元2.6.13 羽林并女房｣を追加。

P.025右 L.40 兼遠 ｢中原｣を挿入。(注)に｢兵範記承安1.12.8による。｣を追加。

P.028左 L.40 兼実 藤原 ｢安元2.4.20 三府｣を削除。

P.039右 L.10 光房 藤原 用例に｢承安4.2.16 先人｣を追加。｢安元2.5.28 故右中丞｣重複につき日付部分削除。

P.049左 L.30 師長 藤原 ｢安元2.4.20 三府｣を削除。

P.052左 L.09 時子 平 用例に｢養和1.4.10 八条殿｣｢養和1.4.20 八条殿｣を追加。

P.052左 L.34 時実 平 用例に｢安元2.6.13 羽林｣を追加。

P.054左 L.14 式子内親王 ｢承安3.6.19 前斎院｣を削除。

P.054右 L.03 実宴(僧) 公能の前に｢藤原｣を追加。

P.056右 L.40 実親 平 項目を削除。

P.059左 L.33 守覚法親王(僧) ｢承安4.8.5 別当｣ ｢承安4.8.13 別当｣ ｢承安4.8.16 別当｣を削除。

P.062左 L.21 重盛 平 ｢安元2.6.13 羽林｣を削除。

P.066右 L.33 頌子内親王 立項。｢承安3.6.19 前斎院 (注)鳥羽院の皇女(紹運録)｡｣を挿入。

P.068左 L.12 信業 ｢平｣を挿入。(注)を｢寿永1.7.15による｡｣に変更。

P.068左 L.21 信兼 平 用例に｢承安4.9.24 国司｣を追加。

P.073左 L.35 親範 平 「承安4.9.5 宰相禅門｣を削除。
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P.075左 L.19 成親 藤原 用例に｢承安4.8.5 別当｣ ｢承安4.8.13 別当｣ ｢承安4.8.16 別当｣を追加。

P.076右 L.06 成頼 藤原 「承安4.9.5 宰相禅門｣を追加。

P.077右 L.25 清信 ｢三善｣を挿入。(注)に｢兵範記承安1.12.8による｡｣を追加。

P.080右 L.04 盛定 ｢藤原｣を挿入。(注)に｢玉葉治承3.12.14による。｣を追加。

P.081右 L.25 静恵法親王(僧) 立項。｢養和1.9.23 園城寺青龍院宮 (注)後白河院の皇子（紹運録)｡寺｡｣を挿入。

P.086右 L.30 尊澄(僧) (注)を｢藤原基房の男(分脈①86)｣に変更。

P.090左 L.36 仲頼 源 ｢承安4.2.23 仲頼｣を削除。

P.090右 L.05 仲頼 立項。用例に｢承安4.2.23 仲頼｣を挿入。

P.095左 L.22 朝方 藤原 用例に｢養和1.4.16 三条中納言｣を挿入。

P.099右 L.24 定輔 藤原 ｢(注)親信の男(分脈①326)｡｣を挿入。

P.103右 L.24 能資 ｢承安4.2.10 民部大夫｣を削除。

P.104右 L.32 範家 平 ｢安元2.4.27 康治平三位」を追加。

P.107右 L.07 方子 藤原 ｢養和1.3.20 弁内侍｣を削除。

P.121左 L.27 エ ｢園城寺青龍院宮 静恵法親王｣を立項。

P.122左 L.38 コ ｢皇女 叡子内親王｣を立項。

P.122左 L.39 コ ｢皇太后宮権大夫｣を｢皇太后宮大夫｣に訂正。

P.123右 L.37 シ ｢新宰相 朝方(藤原)｣を挿入。

P.124左 L.23 セ ｢先人 光房(藤原)｣を立項。

P.124左 L.30 セ ｢前斎院 頌子内親王｣に訂正。

P.124右 L.14 ソ ｢蔵人左衛門権佐 光雅(藤原)｣を挿入。

P.125左 L.20 チ ｢雅通(源)｣を「雅定(源)｣に訂正。

P.125左 L.36 チ ｢長吏僧都 雅宝(僧)｣を挿入。


